
Inthisstudy,weusedthecleanairdeliveryrate(Qeq)[m3/h]asanindexfortheremovalrateofgaseouspollutants
byatmosphere-typeairfreshenersinapracticalapplication.Usingthisindex,weformulatedanewevaluation
methodandmadeapreliminaryassessmentoftheperformanceofsixliquidairfresheners(five"natural"type
freshenersandonegeneral-purposefreshener)andofpurifiedwaterforremovingvolatileorganiccompounds
(VOCs)andformaldehyde.
Theresultsshowedthatformaldehydewasefficientlyremovedbytwofresheners;liquidairfreshener① withthe
mainingredientsbeingextractsfrom35typesofplantsandliquidairfreshener② withthemainingredientbeing
phytoncide.TheQeqofliquidairfreshener①,and② were0.41and0.45m3/h,respectively,withliquidairfreshe-
ner② showingaslightlyhigherQeqthanliquidairfreshener①.
Totalvolatileorganiccompound(TVOC)removalwasobservedforthreeofthesixairfresheners.TheVOCQeq

(TVOCconvertedvalues)ofallthreefellwithintherangeof0.40-1.11m3/h.Liquidairfreshener④,whichwascom-
posedofwaterandaddedminerals,hadthehighestremovalratewithaVOCQeq slightlyhigherthanthatof
purifiedwater(0.16m3/h).
Overall,theliquidairfreshenersremovedbetween6and11outof17VOCs.Liquidairfreshener⑤ withmainin-
gredientsbeingchamaecyparisobtuseandeucalyptusessentialoilsshowedtheremovalofthegreatestnumberof
VOCs.
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本研究では消臭剤の噴霧量，環境条件，噴霧方法について検討し，より実用的な試験評価法を提案した。
また，新たな試験法を用いて，噴霧器を統一し，消臭液におけるホルムアルデヒドとVOCの除去性能を試
験的に把握した。試験においては，ガス状汚染物質（ホルムアルデヒドとVOC）の初期濃度，環境条件をあ
る一定のレベルに統一した。なお，消臭剤の噴霧は，製品記載の方法で行った。本試験では一般量販店で購
入した6種類の消臭液（ホルムアルデヒド除去試験は2種類のみ）と，その性能を評価するためにコントロール
として精製水を用いた。
消臭液のホルムアルデヒド除去性能（相当換気量Qeq［m3/h］）を求めた結果，35種類の植物抽出エキスを主成
分とする消臭液①，フィトンチッドを主成分とする消臭液②のホルムアルデヒド相当換気量は，それぞれ
0.10，0.06m3/hであり，精製水の相当換気量（0.28m3/h）よりも小さい値であった。この値は最新の空気清浄
機におけるホルムアルデヒド相当換気量（Qeq＝99.6m3/h）と比較しても，非常に小さい値となった。本研究
で対象とした消臭剤は液体であるため，親水性物質であるホルムアルデヒドの除去効果が期待されたが，精
製水のみを噴霧した場合でも，大きな室内ガス状汚染物質濃度の低減効果は認められなかった。
また，消臭液のVOC相当換気量（TVOC換算値）は0.40～1.11m3/hの範囲にあった。特に消臭液④のVOC相

当換気量（TVOC換算値）が最も大きく，精製水の相当換気量（Qeq＝0.16m3/h）の約6.9倍であった。
更に，VOC物質毎の除去性能を求めた結果，各消臭液は，17物質のうち6～11物質に対して除去効果が認
められた。最も多くの物質を除去していたのは，ヒノキとユーカリの精油を主成分とする消臭液⑤であり，
その相当換気量の平均は0.91m3/hと比較的小さいが，有効成分含有率を上げることにより増大することが
期待される。
各消臭液の物質別相当換気量は，平均で0.44～3.85m3/hの範囲にあり，最も大きな相当換気量を示したの
は酵素を主成分とする消臭液③であった。しかしながら，相当換気量はガス状汚染物質の初期濃度，消臭剤
の噴霧量や他の測定条件によって値は異なるため，これらの更なる検討が求められる。
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